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 間もなく令和 7 年が終わろうとしています。年を経るごとに 1 年が早く感じるのは私だけでしょうか。 

一説によると、子どもたちにとっては毎日が光輝く興味のあることの連続で、充実した時間を過ごしてい

るため、1 日を長く感じるということらしいです。私も、新しい発見や感動にきらきらする心を取り戻さ

なければ・・・。 

   

 さて、皆さんは【子育て四訓】という言葉を聞いたこ

とがありますでしょうか。子育て四訓は、山口県の教育

者､緒方甫（おがたはじめ）という方が提唱した、成長に

応じた保護者の心得を説いた教訓です。 

私は、『教育（子育て）に正解はない。』と考えています。 

（正解はなくてもー体罰は絶対いけないーなどの間違い 
 は存在しますので注意が必要です。） 

Aさんには上手くいった教育がBさんには上手くいか

ない、などということは日常茶飯事です。ですから私た

ち教育・保育に携わる者は、日々より良い教育・保育を模索して研鑽を重ねています。ですがやはり、一

般的にはこうです、という指針がないと道を見失ってしまうこともあります。こちらの教訓はとてもシン

プルで分かりやすいと思います。是非皆さんも参考にしてみてください。 

 

（１） 乳児はまだ一人ではいろいろなことが出来ない時期であることから、肌を寄せることで安心感を 

与え、不快を取り除くことが重要である、ということです。 

（２） 幼児期はできることがたくさん増えてきます。自分でやりたい気持ちが強くなるので、何でも危 

険だからダメ、ではなくそっと手を添えて寄り添いましょう、ということです。 

（３） 少年は自立への一歩を踏み出すときです。寛容な心で許しつつも目を離さず、間違っているとき 

や危険な行動をしたときには、しっかりと叱ることが肝要です。 

（４） 青年期はいわゆる思春期。親が口を出すことは減りますが、実際はまだまだ未熟です。一番の理 

解者として、相談や助けを求めてきたときに、アドバイスやサポートを心がけることが大切です。 

 

 本年も、幼稚園の教育活動に深いご理解と温かいご協力いただきありがとうございました。12 月の誕生

会で劇を披露してくださった保護者の皆様からは、「子どもたちを楽しませてあげたい！」という熱い想

いが溢れ出ていました。本当にありがとうございます。 

また、保護者アンケートへのご協力もありがとうございました。回収率の高さに、皆様の園に対する期

待の高さを感じ、襟を正して臨まなければ、と改めて決意を深めております。少子化の進んできている現

在、幼稚園の魅力をどんどん発信していくために、これまでの取組に胡坐をかかず、現状維持ではなく常

に改善意識をもって進まなければならないと感じています。アンケート結果を真摯に受け止め、今後もよ

り良いばんけい幼稚園を目指していきたいと考えています。 

では皆様、良いお年をお過ごしください。 

子育て四訓 

 
（１） 乳児はしっかり 肌を離すな 
（２） 幼児は肌を離せ 手を離すな 
（３） 少年は手を離せ 目を離すな 
（４） 青年は目を離せ 心を離すな 

令和 7 年 12 月 23 日 ばんけい幼稚園 
 


